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▲子ども議会の様子（堀岡小学校）
※射水市では、全小学６年生を対象に議会の模擬体験を実施しています。
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市議会議員紹介 新しい市議会議員が決定！
新体制で始動しました

（任期　2025年11月27日から2029年11月26日までの４年間）

　
昨
年
11
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様
の

信
任
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
市
民
の
代
表
と
し

て
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
20
名
の
議
員
は
、
射
水
市
議
会
基
本
条
例
に
沿
っ
て

「
市
民
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
を
目
指
し
、
市
民
の

皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
負
託
に
お
応
え
す
る
こ
と
が
、
課
せ

ら
れ
た
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
の
役
割
・
機
能
を

十
分
に
発
揮
し
、
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ

臨時会を11月27日に開催し、新たな議長、副議長を選出しました。

高橋　久和　議長
　　　　　　　 （６期）

金　 賢志　副議長
　　　　　　　（2期）

議席 20

議席 ９

会派

会派

年齢

年齢

自民創政会
71歳

いみず志政会
64歳

上野　　進　議員
　　　　　　　 （１期）

岩口  久梨果 議員　
　　　　　　　 （１期）

古田　逸宏　議員
　　　　　　　 （１期）

長田　定克　議員
　　　　　　　 （１期）

石田　勝志　議員
　　　　　　　 （２期）

井相田  礼子 議員
　　　　　　　   （１期）

議席 ４ 議席 １

議席 ５ 議席 ２

議席 ６ 議席 ３

会派 会派

会派 会派

会派 会派

年齢 年齢

年齢 年齢

年齢 年齢

自民議員会

58歳

自民創政会

27歳

無所属

62歳

自民創政会

53歳

いみず志政会

48歳

いみず志政会

55歳

※年齢は令和８年２月１日現在
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中村　文隆　議員
　　　　　　　 （５期）

大垣　友和　議員
　　　　　　　 （２期）

山崎　晋次　議員
　　　　　　　 （５期）

西尾　　哲　議員
　　　　　　　 （２期）

吉野　省三　議員
　　　　　　　 （６期）

杉浦　　実　議員
　　　　　　　 （２期）

津田　信人　議員
　　　　　　　 （６期）

加治　宏規　議員
　　　　　　　 （３期）

堀　　義治　議員
　　　　　　　 （６期）

澤村　　理　議員
　　　　　　　 （４期）

奈田　安弘　議員
　　　　　　　 （６期）

津本  二三男 議員
　　　　　　　　 （５期）

議席 14 議席 ７

議席 15 議席 ８

議席 16 議席 10

議席 17 議席 11

議席 18 議席 12

議席 19 議席 13

会派 会派

会派 会派

会派 会派

会派 会派

会派 会派

会派 会派

年齢 年齢

年齢 年齢

年齢 年齢

年齢 年齢

年齢 年齢

年齢 年齢

自民創政会

62歳

自民創政会

49歳

いみず志政会

71歳

自民創政会

57歳

自民創政会

77歳

自民創政会

68歳

自民議員会

68歳

いみず志政会

40歳

自民創政会

70歳

無所属

62歳

自民議員会

67歳

無所属

69歳
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1 2 月 定 例 会

1 1 月 臨 時 会

議決結果一覧表

議決結果一覧表

［議　案］
番 号 件　　　　名 結 果
第81号 令和７年度射水市一般会計補正予算（第３号） 可決

第82号 令和７年度射水市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号） 可決

第83号 令和７年度射水市後期高齢者医療事業特別会計補正
予算（第２号） 可決

第84号 令和７年度射水市介護保険事業特別会計補正予算
（第２号） 可決

第85号 令和７年度射水市水道事業会計補正予算（第１号） 可決

第86号 令和７年度射水市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決

第87号 令和７年度射水市病院事業会計補正予算（第２号） 可決

第88号 射水市職員の給与に関する条例等の一部改正について 可決

第89号 射水市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の
一部改正について 可決

第90号 射水市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について 可決

第91号 射水市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決

第92号 射水市上下水道事業経営委員会条例の一部改正について 可決

第93号 射水市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について 可決

第94号 射水市立学校体育施設の開放に関する条例の一部改正
について 可決

第95号 射水市火災予防条例の一部改正について 可決

第96号 高岡市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏形成に係る
連携協約の変更に関する協議について 可決

第97号 氷見市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏形成に係る
連携協約の変更に関する協議について 可決

第98号 砺波市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏形成に係る連
携協約の変更に関する協議について 可決

第99号 小矢部市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏形成に係る
連携協約の変更に関する協議について 可決

第100号 南砺市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏形成に係る連
携協約の変更に関する協議について 可決

第101号 指定管理者の指定について（射水市観光交流センター） 可決

第102号 指定管理者の指定について（大島農村環境改善セン
ター及び大島北野河川公園施設） 可決

第103号 指定管理者の指定について（射水市営住宅等） 可決

第104号 指定管理者の指定について（射水市フットボールセンター） 可決

第105号 令和７年度射水市一般会計補正予算（第４号） 可決

番 号 件　　　　名 結 果

第８号 地域医療確保のための自治体病院への財政支援に関す
る意見書 可決

［議員提出議案］

番 号 件　　　　名 結 果
第３号 教育委員会委員の任命について 同意

第４号 教育委員会委員の任命について 同意

第５号 監査委員の選任について 同意

第６号 監査委員の選任について 同意

第７号 公平委員会委員の選任について 同意

［同　意］

番 号 件　　　　名 結 果
議会運営委員会及び各常任委員会の閉会中の継続審査 可決

［その他］

《会 期》12月４日～24日／21日間）

《会 期》11月27日／1日間）

※11月臨時会、12月定例会では、全ての議案等が全会一致で
　可決（同意）されたため、議員別賛否一覧の掲載はありません。

［報　告］
番 号 件　　　　名 結 果
第15号 専決処分の報告について ー

番 号 件　　　　名 結 果
第２号 監査委員の選任について 山崎 晋次　同意

番 号 件　　　　名 結 果
第７号 射水市議会委員会条例の一部改正について 可決

番 号 件　　　　名 結 果
議会運営委員会及び各常任委員会の閉会中
の継続審査 可決

［同　意］

［議員提出議案］ ［その他］

番 号 件　　　　名 結 果
第１号 議長の選挙 高橋 久和　当選

第２号 副議長の選挙 金　賢志　当選

第３号 富山県後期高齢者医療広域連合議会議員の
選挙

夏野 元志 
高橋 久和 

当選

番 号 件　　　　名 結 果

第４号 選挙管理委員会委員及び同補充員の
選挙

［選挙管理委員会委員］
平野 幹夫
浦上 紀子
前川 信彦
島崎 泰子

当選
 

［同補充員］ 
谷口 正浩
村田 憲三
島木 洋子
近藤 美雪

当選

第５号 庄川水害予防組合議会議員の補欠選挙 津田 信人　当選

［選　挙］

［選　挙］
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代表質問

その他の質問
●市長の思い描くビジョンについて
●若者・子育て世代から選ばれる環境づくりについて
●健康寿命の延伸と医療費適正化について
●つくり育てる漁業の振興について
●農業経営の多角化に向けた輸出のサポートについて

問①▶ 登録を契機にどのように
支援し観光消費増にするのか問う。
答①▶ 修理補助金の交付や国、

県との連絡調整など手厚いサポート
を今後も継続する。内川周辺の案内
サインの見直しと公式観光サイトの
リニューアルを今年度中に完了し、
宿泊につながる観光コンテンツの充
実に取り組む。

問②▶ 地下水位低下工法の実証
実験と今後の見通しについて問う。
答②▶ 12月９日から令和８年５月

まで予定しており、本工事を早けれ
ば令和8年度末から着工し、概ね３

年程度の工期を見込む。維持管理費
は県と市で全額負担する。

問③▶ 企業誘致の推進と産業の
技術伝承について問う。

答③▶ 企業誘致による税収増加
や雇用創出、地域産業の活性化が
財政基盤の強化に直接つながること
から、本市の持つ強みを生かし、積
極的な誘致活動に取り組んでいく。
企業の技術伝承や事業承継につい
ては、マッチング支援事業を通じて
環境整備を進めるほか、Switch 
IMIZUでの経営相談により側面支
援していく。

1
放生津八幡宮祭の曳山・築山
行事のユネスコ無形文化遺産
登録を契機とした文化振興と
観光振興について

2 能登半島地震に伴う液状化
対策について

３ 企業誘致の推進と産業の技術
伝承について

長 田　定 克 議員

一般質問

問①i▶ 生活支援としての「ひとり
暮らし高齢者等ごみ戸別収集」に
おける安否確認について問う。
答①i▶ 本事業は、本年度8月から

試行実施しており現在46世帯が利用
している。声掛けによる安否確認に
ついては、事業を実施する中で福祉
部局や収集業者と連携しながらより
良い事業となるよう努めてまいる。
問①ii▶ ひとり暮らし高齢者が「の
るーと射水」のシステムを利用でき
るかの懸念について見解を問う。
答①ii▶ 「のるーと射水」は事前予
約制で、専用アプリやLINEからの
予約のほか、電話で予約する方法も
あり、高齢者にも配慮している。自治
会や100歳体操の場で説明会、乗車
体験会などを開催し普及啓発に努め

るとともに電話予約を継続し、誰も
が安心して利用できる環境整備に努
めていく。
問②▶ 企業版ふるさと納税を活

用した大学等の設置について問う。
答②▶ （仮称）高志大学は令 和

10年4月の開学を目指し、経済経営
学部の新設と富山福祉短期大学の
短期大学部移行が計画されている。
市では、企業版ふるさと納税を活用
した助成制度を創設し、学校法人浦
山学園を支援している。11月末時点

で１億6,100万円の寄附があり、今後
も制度の周知と企業への働きかけを
強化していく。
問③▶ スポーツツーリズムの推

進について問う。
答③▶ フットボールセンターやアラ

ンマーレ富山の試合を活用した交流
人口の拡大を図り、スポーツツーリズ
ムの推進に努める。また、スポーツコ
ミッション設立に向け、講演会や先
進地視察を通じて関係団体と協議
を進めている。

【自民創政会】
西 尾　　哲 議員

12月定例会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

1 ひとり暮らしの高齢者への
「安心」の届け方について

３ アランマーレ富山との
ウェルビーイングの創造について

2 企業版ふるさと納税を活用した
大学等設置について
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代表質問

その他の質問
●選ばれるまち射水に向けての思い・取組について
●通年観光のにぎわいに向けた冬場の取組について
●市民の心のランドマークとなるアリーナ新設について
●公共交通等の移動手段の多様性について
●新たなまちづくりに不可欠の市民との対話について

その他の質問
●「のるーと射水」について

問①▶ 女性が率直に意見を述べ、
市政への関心と参画意欲を高めら
れる機会を創出する必要があると
考えるが、女性模擬議会を導入する
考えがあるか問う。

答①▶ これまでもタウンミーティン
グなどで市民の皆様のご意見を市政
運営に反映するよう努めており、引き
続き女性を含め、より多くの声を市
政に生かせる環境づくりに取り組ん
でいく。

問②▶ 中学 校 部活 動の今 後の
地域展開と課題への対応について
問う。

答②▶ 生徒のスポーツ、文化芸術
活動を学校部活動から地域クラブ活
動へと転換し、生涯にわたって全て
の世代がスポーツや文化芸術活動を
楽しむことができる射水市を目指す。
送迎の保護者負担や放課後の居場
所などの課題については、市のガイド
ラインを策定することとしており、引
き続き児童生徒や保護者、指導者の
皆さんの理解を得ながら、目指す姿
の具現化に向け取り組んでいく。

1
射水市の女性や若者（こど
も）の意見を反映させる取組
について

2 中学校部活動の地域展開に
ついて

井相田　礼子 議員

一般質問

問①▶ 高等教育機関に通う学生
が多い地域特性を生かし、学生の
意見を聞き取り、若者によるにぎわ
いを創り出す拠点を整備すべきと
考えるが、当局の見解を問う。
答①▶ 学生の発想や行動力は、

地域の活性化やにぎわい創出の牽
引力であり、学生が愛着を持ち、日
常的に地域と交わる拠点を整えるこ
とは重要と認識している。これまで
も「いみず学生アイデアコンテスト」、
「射水ユースクリエイト」などを通じ、
高校生や学生の意見や提言を伺っ
ている。引き続き、これまでの活動
実績等を踏まえ、空き家や空き店舗、
公共施設などの既存ストックを活用
し、学生が主体的に運営し、自由に
意見を交わすことができる拠点、ま

た、学生によるにぎわい創出、学生
の視点・参画によるまちづくりにつ
いて、関係部局、関係団体と連携し、
調査・研究していきたい。
問②▶ 針原テクノパーク周辺への

企業進出が増加している中、未来へ
の投資として、当地区におけるあい
の風とやま鉄道の新駅設置を進める
べきと考えるが、当局の見解を問う。
答②▶ 当地区での新駅設置につ

いては、平成24年度に可能性を調

査し、乗車人員や経営収益を予測
したところ、極めて困難であるとの
結論となった。新駅の設置には、本
市の負担、鉄道事業者の考え、総
合計画や都市計画マスタープラン
との整合性等も考慮する必要があ
る。新駅設置によって様々な効果
が生み出される可能性はあるが、そ
の一方で投資には大きなリスクを
伴うことから、慎重に判断しなけれ
ばならない。

【いみず志政会】
山 崎　晋 次 議員

1 若者・学生のにぎわいの拠点創
出への取組について

2
未来世代の射水市構築に向けた
第３拠点目（新駅）の創出に
ついて

※二次元コードを読み込むと、議会中継をご覧になることができます。
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代表質問

その他の質問
●2025年「農林業センサス」について　●主食用米の生産目標について

その他の質問
●こどもまんなか社会を実感でき

るまちにするための具体策につ
いて

●若い世代に届くマリッジサポー
トについて

問①▶ 市内の獅子舞や文化財に
おける実態調査の状況や今後の予
定について問う。
答①▶ 獅子舞は、地域の活性化に

重要な役割を果たすなど貴重な伝統
行事であることから、末永く後世に
継承していくために実態調査が必要
と考える。今後策定する予定の「文化
財保存活用地域計画」の中で実態調
査にも取り組んでいく。
問②▶ 医療的ケア児とその家族

が利用できる相談窓口や支援の内
容が一覧として「見える化」されて
いるのか問う。
答②▶ 相談窓口や支援内容等を

整理した「支援の全体像」の見える

化については、市や県の関係情報を
市ホームページ内で一覧としてまとめ
て紹介するなど、工夫を凝らしわかり
やすい情報発信に努めていく。

岩口　久梨果 議員

一般質問

問①▶ 新年度予算編成方針につ
いて問う。
答①▶ 第３次総合計画の将来像

の実現に向け、インクルージョンの
推進やニューノーマルへの対応、地
方創生の推進やＤＸの活用による
市民生活の向上といった共通の視
点を念頭に、時代に適応した新た
な視点を取り入れ、未来へつなぐ
戦略的な施策を検討し、市民の幸
せの実現と市勢の更なる伸展を目
指す。
問②▶ 教職員の相談窓口の設置

について問う。
答②▶ 保護者からの過剰な苦情

や不当な要求等で学校での対応が
難しい場合、教育委員会の職員が
対応しているが、長期化する事案も
増えてきており、体制の強化を図る

必要があると考えている。他自治体
での事例等を参考にしながら、今
後の学校及び教職員への支援体制
について調査・研究していく。
問③▶ クマ緊急銃猟制度とハン

ター及び自治体職員の災害時保険
について問う。
答③▶ 11月に緊 急銃 猟 対応マ

ニュアルを作成しており、射水警察
署や射水市鳥獣被害対策実施隊等
の関係機関と共有を図り体制強化
に取り組んでいる。緊急銃猟に係
るハンターは、射水市鳥獣被害対
策実施隊において銃の免許を所持
している20名で非常勤の特別職の

公務員であるため、自治体職員と
同等に公務災害補償の対象となる。
問④▶ 水道管路の耐震化事業に

ついて問う。
答④▶ 管路の更新工事について

は現状の老朽度と配水経路の優先
度を見極めた上で、老朽管路の更
新に併せ、耐震化を実施している。
能登半島地震では、本市において
上水道の主要施設への被災は少な
かったものの、改めて耐震化の重要
性を認識したところであり、より有
利な国の交付金制度を活用した財
源の確保に努め、水道管路の耐震
化事業を推進していく。

【自民議員会】
津 田　信 人 議員

1 新年度予算編成について

３ クマ緊急銃猟制度について

2 教職員の相談窓口について

４ 水道の安定給水と危機管理に
ついて

1 射水市内の獅子舞行事開催の
実態について

2 医療的ケア児とその家族の現状
把握と支援の全体像について
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問①i▶ 身寄りのない高齢者の身
元保証と、住民の尊厳を守る取組
について問う。
答①i▶ 本市では、身寄りがない方

の支援に関するガイドラインを作成
し、ご本人とともに将来的に予想さ
れる課題や困難に備え、地域全体で
高齢者の人生の最終段階における自
己決定の支援ができるよう取り組ん
でいる。また、国の法改正等の動向
を注視し、関係機関とも連携しなが
ら支援体制を検討する。
問①ii▶ ひとり暮らし高齢者への
支援を問う。

問①▶ 給 食 費の 無 償化につい
て問う。

答①▶ 学 校 給 食 費については、
物価 高に伴う食 材費の上昇分を
国の臨時交付金を活用して、保護
者の負担が増加しないよう努めて
きた。また、これまで国・県に対
し、国による無償化の実施及び県
による財政 支 援について重 点事
業として要望してきた。現在、国
では、給食費無償化に向けての協
議が行われている。給 食 無 償化
は本市の最優 先課 題と捉えてお
り、「子育てするなら射水市で」

問①i▶ 後期高齢者の健康づくり
について問う。

答①i▶ 健康寿命を延伸する取組
として、疾病予防と生活機能維持
の両面から取り組んでいる。
問①ii▶ 県営 渡 船の代 替輸送の
社会実験としてジャンボタクシー
による運行がなされたが、渡船に
ついてどう認識しているのか。

答①ii▶ 社会実験は、船員不足等
により現在の運航体制を維持する
ことが困難となる見通しであるた
め実施された。運航体制の見直し
を進められる際には、地元と十分

答①ii▶ 高齢者が相談しやすい体
制をつくるとともに、地域課題の解
決と支え合い活動の継続に向け、地
域住民だけでなく、民間企業等と連
携・協働した取組ができるネットワー
クづくりを進める。
問①iii▶ 高齢者が安心して暮らせ
る住まいの確保について問う。
答①iii▶ 高齢者向けシェアハウスの
ような取組は将来選択肢になり得る
と捉えており国
の動向を注視
し、調査・研究
する。

を真に実感できるよう、国の動向
を注視しながら、可能な限り早期
に実施していく。

に協議を行うことが重要だと認識
している。

問②▶ 民間フリースクールの支
援制度ついて問う。

答②▶ 利用者には県から、設置
者には県と市から上限額を設け補
助している。今後より多くの民間機
関とも連携し、不登校児童生徒の
学びの場を確保していく必要がある
ことから支援策
について調査・
研究していく。

1 一人でも困らぬ社会に！について

1 子育て支援策の充実について

1 安心して豊かに暮らせるまちづ
くりの実現に向けてについて

2
子どもたちの光輝く未来の
ため平等に学べる場所作り
について

杉 浦　　実 議員

澤 村　　理 議員

上 野　　進 議員

一般質問

一般質問

一般質問

その他の質問
●防災について
●市職員の人材確保について
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問①▶ 地域防災計画改訂の要点は。
答①▶ 能登半島地震の検証結果を

踏まえ、避難所初動運営キットの設置、
女性のプライバシーや子育て家庭に配
慮した運営、被災者の支援情報の一元
管理システムの導入など、より実効性の
ある防災体制で安全と安心を確保する。
問②i▶ 本市の特性を生かした企業

誘致について問う。
答②i▶ 公共インフラが整備された

本市の強みを生かし、製造業や物流
業等の誘致に加え、人口減少の克服
や地方創生推進の観点から、女性や
若者がやりがいを感じる企業の誘致
にも取り組んでいく。
問②ii▶ 女性の力を活用した中小
企業支援について問う。

問①▶ 最低賃金引上げについて
問う。
答①▶ 本市の役割としては、雇用

状況をはじめとした地域経済の現
況を国に伝えていくことが、適正な
最低賃金につながるものと理解し
ており、引き続きハローワーク高岡
や関係機関との情報共有を図って
いく。
問②▶ 学校給食におけるアレル

ギー対 策の現状について問う。 
答②▶ 毎月の献立表に基づき、

事前に保護者、学校管理職、学級
担任、栄養教諭等で十分に確認、
相談する場を設け共通理解のもと

問①i▶ 物価高が続く中、子育て
世帯の負担軽減のため、令和８年
４月から、可能であれば物価高対
策として１月からでも、小学校、中
学校の学校給食無償化に踏み出
してもらいたい。

答①i▶ 給食費無償化は、本市の
最優先課題と捉えており、国の動
向を注視するとともに、可能な限り
早期に実施してまいる。

問①ii▶ 市内の中小企業・零細事
業者の賃上げを進めるため、賃上
げへの直接支援を検討されたい。
国の設備投資を前 提とした間接

答②ii▶ スキルアップ講座やチャレン
ジジョブにより多様な働き方を支援し、
中小企業の雇用確保等につなげていく。
問③▶ 本市の農業政策について

問う。
答③▶ アグリテックバレー推 進

サポートセンターの設置により、稼
げる農業を推進し、成長産業化に
つなげていく。豪雨対策について
は、災害の未然防止による地域の
安全確保及び地域農業の持続性
確保に努めていく。

対応している。引き続き保護者と
学校間の情報共有、連携を密にし
安全・安心な学校給食の実施に努
める。
問③▶ ゲリラ豪雨による冠水、

浸水対策について問う。
答③▶ 射水市雨水管理総合計画

に基づき、国の交付金を活用し浸
水被害の軽減に向けた雨水対策事
業を実施している。

支援や税額控除では、中小企業・
零細事業者は活用が難しい。

答①ii▶ 市としては、国、県の支援
策の周知を図るほか、賃上げへの
直接補助ではないが、「重点支援
地方交付金」を活用した、賃上げ
に資する市内中小企業・小規模事
業者支援策について検討している。

1 地域防災計画の改訂における
強化策について

1 景気・経済対策推進について

1 物価高騰から暮らしを守る取
組について

2 子育て・教育の充実について

3 安全・安心の防災都市の取組
について

2 「地域のしごとづくり」と企業
誘致の戦略的展開について

３ 本市の農業政策について

大 垣　友 和 議員

古 田　逸 宏 議員

津本　二三男 議員

一般質問

一般質問

一般質問

その他の質問
●再生可能エネルギー活用に対

する本市の取組について

その他の質問
●AIオンデマンドバス「のるーと

射水」について

その他の質問
●「マイナ救急」の実証事業について
●「道の駅まるごと射水」について
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問①▶ アクセスについて、信号機
の状況と今後の対策は。
答①▶ 「新湊博物館前」感知式

信号機の一般的な信号機への変更
については、以前から県に対し要望
を重ねているところであり、引き続き
粘り強く要望していく。
問②▶ 射水市ビジネス支援セン

ターSwitch IMIZUの実績につい
て問う。
答②▶ 11月末までに延べ116件の

経営相談を受けている。現時点にお
いて学生の起業実績はないが、すで
に起業している学生からの相談や、
起業に向けた研修プログラムに関す
る問い合わせがあった。引き続き、セ

問①i▶ 放課後児童クラブの基準
緩和は可能か。
答①i▶ 利用児童の増加に伴う支援

員の確保や実施場所の拡充といった
課題があり困難である。
問①ii▶ とやまっ子さんさん広場
設置ゼロ地域に設置誘導は可能か。
答①ii▶ 放課後児童クラブの利用
率が高い地域に働きかけている。
問①iii▶ 放課後の安全な居場所確
保の考え方は。
答①iii▶ 地区のニーズを踏まえ、放
課後児童クラブと、とやまっ子さん
さん広場を組み合わせ、保護者の仕
事と子育ての両立を支援する。

ミナー等の開催や、学生団体等との
連携を深め、学生等への起業に関す
る情報提供や気運
の醸成に努めてま
いりたい。

問①IV▶ とやまっ子さんさん広場ゼ
ロ地域におけるニーズ調査が必要
では。
答①IV▶ 現時点で行う考えはない。
まずは、地域の方々に参画いただけ
るよう、地域振興会や関係団体へ
積極的に働きかけていく。

1 道の駅について

1 放課後の安全な居場所の確保
について

2 学生の活動交流拠点について

加 治　宏 規 議員

石 田　勝 志 議員

一般質問

一般質問

その他の質問
●粗大ごみの収集について
●太閤山浄化センター跡地利用

の今後の見通しについて
●災害弱者（要支援者）の避難行

動について

その他の質問
●旧中伏木小学校について
●放生津小学校跡地利活用に
　ついて
●旧八幡保育園の跡地について
●移住と定住について
●空き家、空き店舗について

　　　委員会構成　　　

［委員長］ 吉野 省三　［副委員長］ 加治 宏規
［委　員］ 上野　 進、大垣 友和、西尾　哲、中村 文隆、山崎 晋次、奈田 安弘

［委員長］ 杉浦　 実　［副委員長］ 奈田 安弘
［委　員］ 岩口 久梨果、金　 賢志、加治 宏規、澤村　 理、吉野 省三

［委員長］ 大垣 友和　［副委員長］ 堀　義治
［委　員］ 井相田 礼子、上野　 進、古田 逸宏、西尾　 哲、山崎 晋次

［委員長］ 石田 勝志　［副委員長］ 中村 文隆
［委　員］ 長田 定克、津本 二三男、津田 信人、高橋 久和

［委員長］ 西尾　 哲　［副委員長］ 中村 文隆
［委　員］ 議長を除く全員

議会運営委員会（８人）

総務文教常任委員会（７人）

民生病院常任委員会（７人）

産業建設常任委員会（６人）

予算特別委員会
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案
を
策
定
し
た
。

　
基
本
方
針

①
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
色
あ
る
公
園
づ
く
り

　
の
推
進

②
公
園
緑
地
の
再
編
に
よ
る
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

　

適
正
化

③
持
続
可
能
な
公
園
管
理
体
制
の
構
築

学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て

射
水
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
議
案
第
９0
号
）

射
水
市
都
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク

再
編
基
本
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

　
　
「
幅
広
い
活
動
環
境
」
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
把
握
し

て
い
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
選

択
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
る
。
生
徒
に
よ
る
主
体
的
な
発
足
、
地
域
や
事
業

者
、
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
生
徒
が
志
向

に
合
わ
せ
選
択
し
て
参
加
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て

ま
い
り
た
い
。

　
令
和
４
年
度
に
示
さ
れ
た
国
の
方
針
に
従
い
、休
日

に
活
動
す
る
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
を
段
階
的
に

実
施
し
、本
年
11
月
、休
日
の
活
動
は
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
へ
の
移
行
が
完
了
し
た
。

　

今
後
、平
日
の
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
を
段
階

的
に
実
施
し
、豊
か
で
幅
広
い
活
動
環
境
を
整
備
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
全
て
の
世
代
が
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ・

文
化
・
芸
術
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
射
水
市

を
目
指
す
。

問答

　
　
維
持
管
理
費
の
増
大
を
理
由
に
、
公
園
や
遊

具
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

本
計
画
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
配
置
や

施
設
整
備
に
よ
り
、
使
い
や
す
い
公
園
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
い
る
。
計
画
を
進
め
る
際
に
は
、
地

域
住
民
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
丁

寧
に
協
議
し
な
が
ら
個
別
計
画
を
策
定
し
、
段
階

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

問答

　
　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
）
の
内
容
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
い
。

　
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
す
べ
て
の
子
育

て
家
庭
に
対
し
、
保
護
者
の
多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
ら
な
い
形
で
、
こ
ど
も
の
育

ち
を
支
援
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
保
育
所
等
に

通
っ
て
い
な
い
０
歳
６
ヶ
月
～
３
歳
未
満
の
未
就
学

児
を
対
象
に
月
10
時
間
を
上

限
と
し
て
、
保
育
所
等
に
て

保
育
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問答

12月定例会常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。
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歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

１
８
億
３
５
６
２
万
７
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
４
９
５
億
１
７
１
９
万
９
千
円

と
す
る
も
の

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

７
億
７
８
８
６
万
３
千
円
を
追
加
し
、総

額
を
５
０
２
億
９
６
０
６
万
２
千
円
と

す
る
も
の

令
和
７
年
度

射
水
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
議
案
第
81
号
）

令
和
７
年
度

射
水
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

（
議
案
第
105
号
）

主
な
事
業

〇 

い
み
ず
住
ま
い
等
応
援
事
業
補
助
金

〇 

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
取
得
費

〇 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー

　

  

更
新
工
事  

主
な
事
業

〇 

水
道
料
金
負
担
軽
減
対
策
事
業

〇 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ
タ
ル
商
品
券

　

 

事
業

〇 

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

〇 

高
齢
者
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業（
お
こ
め
券
配
付
）

〇 

い
み
ず
食
泊
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

12月定例会 予算特別委員会

傍聴者数

議 信通会

日　程 質問者 主な質問項目

12月22日

一般会計
補正予算

（第３号）

山崎　晋次 委員 ①ふるさと納税返礼品発送等業務について　②新庄川橋架け替えについて　③子育て支援について　④公共施
設のコンクリートについて　⑤市民交流プラザについて

金　　賢志 委員 ①移住定住促進事業について　②農林水産業災害復旧事業費について　③アグリテックバレー推進サポートセ
ンターへの期待について　④第４次射水市食育推進計画について

井相田礼子 委員 ①能登半島地震で被災した六渡寺日枝神社山王鳥居附玉垣の修理について　②公募提案型市民協働事業について

津本二三男 委員 ①自治体情報システム標準化について　②液状化対策について　③被災したことで更地になった土地の固定資
産税について

石田　勝志 委員 ①消防団員貸与被服の購入（新入団員）について　②親子消防団体験教室の評価について　
③学生消防団について　④自転車の交通反則通告制度（青切符）について

吉野　省三 委員 ①補正予算の歳入における固定資産税及び地方交付税の増額について　②移住定住促進事業について　
③保育園等運営委託について　④道の駅まるごと射水について

岩口久梨果 委員 ①学校給食における地産地消の取組について　②指定管理者制度について　③のるーと射水について

古田　逸宏 委員 ①現在の空き家対策について

長田　定克 委員 ①外国人住民急増への予算対応について

中村　文隆 委員 ①射水市財務書類（将来世代負担比率及び市民一人当たりの行政コストの類似団体との比較）について

加治　宏規 委員 ①ひとり親家庭等医療費助成について　②機械除雪について　③ふるさと納税について

大垣　友和 委員 ①自治体システム標準化及びガバメントクラウドの移行について　②「稼げる観光」の実現について

12月23日

津本二三男 委員 ①重点支援地方交付金について　②生活支援・事業者支援のための消費喚起事業（プレミアム付きデジタル商
品券）について

井相田礼子 委員 ①高齢者世帯・生活保護世帯物価高騰対策支援事業（おこめ券）について

中村　文隆 委員 ①おこめ券について

加治　宏規 委員 ①重点支援地方交付金について

山崎　晋次 委員 ①いみず食泊割キャンペーン事業について

長田　定克 委員 ①バス路線維持費等特別補助金について　②万葉線安全運行対策補助金について　③漁業者物価高騰支援事業
費補助金について

石田　勝志 委員 ①物価高対応子育て応援手当の支給について

岩口久梨果 委員 ①いみず食泊割キャンペーン事業について

質問者及び質問項目

本会議 … ３人 本会議 …27人　委員会 …17人

合計３人 合計44人

11月臨時会 12月定例会

3月定例会は2月27日（金）から始まります。
※傍聴される方には、議会資料閲覧用タブレットを貸し出します。
　ペーパーレスにご協力ください。

広報委員が新しくなりました！
委員長

副委員長

委員

吉野　省三

杉浦　　実

石田　勝志
大垣　友和
西尾　　哲
金　　賢志
高橋　久和

12月12日
（説明）

12月18日
（説明）

一般会計
補正予算

（第４号）


